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大規模組織での分散管理に対応した安否確認サービス２を 
2016年12月21日にリリース。 

 
サイボウズスタートアップス株式会社  

  

サイボウズスタートアップス株式会社（本社:東京都港区、社⻑⾧長:⼭山本  裕次  以下、Cstap）は、部⾨門の管理理を想定し

た⼤大規模組織でも利利⽤用することができる「安否確認サービス２」を本⽇日2016年年12⽉月21⽇日（⽔水）より提供を開始しま

す。リリースを記念念しまして、2017年年3⽉月末⽇日まで無料料でお試し利利⽤用いただくことができるリリースキャンペーンの

受付を開始します。  

  

■⼦子会社を含めた部⾨門管理理ができる  

安否確認サービスは、2011年年12⽉月に提供を始めて以来、約500社、20万ユーザーにご契約をいただく規模に拡⼤大し

てまいりました。従来は、4000名規模までの組織に「安否確認サービス」を提供してまいりましたが、⼤大規模ユー

ザーからの問い合わせ拡⼤大を受け、⼦子会社などに部⾨門管理理者を配置できる5万⼈人規模での運⽤用を想定した「安否確認

サービス２」をリリースすることになりました。  

  

ホールディングカンパニーのイメージ例例  

  

⽇日本の⼤大企業に多く⾒見見られる親会社と⼦子会社の関係や、事業部毎に責任者を置く組織形態でもスムーズに利利⽤用ユーザ

ーのメンテナンスを⾏行行うことが可能です。組織が⼤大きくなるとシステム導⼊入時にネックとなる要素の⼀一つにアクセス

権の設定があります。「安否確認サービス２」では、⼦子会社や各事業部に責任者を設置することができ、柔軟な分散

管理理ができるようになりました。  

     



●⼦子会社のみの訓練、緊急連絡も可能に。親会社の管理理者による関与が不不要に  

緊急時の責任者である「危機管理理責任者」を⼦子会社に設置できるので、親会社の管理理者主導による全体訓練はもちろ

ん、各⼦子会社の中だけで個別に訓練や実際の緊急連絡を⾏行行うことが可能になりました。従来のシステムで、⼦子会社含

めた全体訓練しかできない場合、⽇日程の調整等が難しく訓練の頻度度が極端に落落ちるケースなどを伺っておりますが、

「部⾨門危機管理理責任者」の権限で⾃自社範囲でのみの訓練をいつでも⾏行行うことができます。災害などの緊急時にも各⼦子

会社で集計をした安否確認を親会社では⼀一括管理理、各⼦子会社では⾃自分の組織のみ確認することが可能です。  

  

全体の「危機管理理責任者」が閲覧できる連絡状況  

  
  

  

⼦子会社である「cstap製造株式会社」に所属する部⾨門危機管理理責任者が閲覧できる連絡状況  

  

  

     



●⼦子会社内の⼈人事情報更更新が可能に。親会社⼈人事部の作業の削減や情報漏漏えいのリスク低減に  

親⼦子会社の関係の場合、採⽤用権は⼦子会社で持っていて、独⾃自に採⽤用活動を⾏行行っている場合が多いです。⼈人事／ユーザ

ー情報などを更更新する「システム管理理者」も⼦子会社に設置ができるので、親会社の管理理者がユーザーデータを収集す

る必要がありません。  

また、従来のシステムに「部⾨門システム管理理者」の様な機能が無く、やむなく⼦子会社の管理理者にシステム全体の権限

を与え⼈人事情報を管理理させている場合、適切切で無い範囲の情報閲覧権限を持つことになります。グループ会社であっ

ても、適切切な範囲の閲覧／編集権限を持たせることができない状況は、もともと災害対策でのBCPを考えているはず

が、情報漏漏えいという別のリスクを企業に突きつけます。  

  

全体のシステム管理理者が閲覧できるユーザー情報画⾯面  

  

  

⼦子会社である「cstap製造株式会社」に所属する部⾨門システム管理理責任者が閲覧できるユーザー情報画⾯面  

  



  

■	 従来のコミュニケーション機能はもちろん継承 

サイボウズスタートアップス 安否確認サービスの最大の特長とも言えるコミュニケーション機能は「安否確認サー

ビス 2」にも実装されています。緊急時には、従業員に一斉送信するだけでは不十分です。全体連絡のための「掲示

板」や、個別連絡のための「メッセージ」を活用することで「単なる安否確認」だけでなく、対策指示まで行えます。

これらのコミュニケーション機能に関しても、子会社のアクセス権を細かく設定できる対象なので、大企業でも密な

コミュニケーションを適切な範囲で行うことが可能です。 

「安否確認サービス 2」はこれまで同様中小企業のお客様も利用でき、数万規模のエンタープライズ企業も安心して

ご利用いただけます。 

 

一斉送信以外にも豊富なコミュニケーション手段 

 
 

  



 
■「安否確認サービス２ Ver.1」 の概要 

製品名 サイボウズスタートアップス 安否確認サービス２ 

URL http://anpi.cstap.com/anpi2.html 

月額料金 
初期費用 ０円 

2017 年 3 月末まで無償のキャンペーン提供を行います 

主な特徴一覧 

・	 部門管理者を配置できる 

・	 地域情報を各従業員が設定できる 

・	 連絡状況の合算集計ができる 

 

 

■サイボウズスタートアップス株式会社について 

サイボウズスタートアップスは、ビジネス向けのクラウドサービスを提供するサービス企業です。安否確認サービ

スやサイボウズ kintone などのクラウドサービス間を連携させたサービスの提供を行なっております。 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

-- 

■サービスに関するお問い合わせ先・マスコミ各社様からのお問い合わせ先 

サイボウズスタートアップス株式会社 代表取締役社長 山本裕次 

 〒108-0014 東京都港区芝４丁目 4-10 (TEL: 050-3816-6666 / MAIL: info@cstap.com) 

 Facebook: http://www.facebook.com/cybozustartups Twitter: http://twitter.com/#!/cybozu_startups 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

----- 

※記載された商品名、各製品名は各社の登録商標または商標です。 


